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局所での炎症反応が必須であり、S100A9が炎症反
応を適切に調節することで創傷治癒過程に重要な役
割を果たしている可能性を考えた。
【目的】　創傷治癒過程における S100A9の役割を明
らかにする。
【方法】　マウスの全層皮膚欠損創に肉芽組織を促進
させる作用のある bFGF製剤を投与し S100A9の発
現を解析した。また肉芽組織から mRNAを抽出し、
遺伝子 arrayにより炎症性サイトカインの発現を検
討した。
【結果】　I） 全層皮膚欠損創に bFGFを投与すると
創縁の再生上皮と肉芽組織において S100A9蛋白が
発現していることを確認した。II） bFGF投与群の
方が未投与群と比べて TNF-α mRNA、IL-1β mRNA
の発現が亢進していた。III） 創傷治癒過程の炎症期
に相当する創作製約 5日後では、創辺縁の再生上皮
及び肉芽組織において、未投与群と比較すると
bFGF投与群の方が S100A9 mRNAの発現量が増加
し、S100A9蛋白の発現も亢進していた。
【考察】　S100A9蛋白は創傷治癒過程で重要な役割
を担っている可能性が示唆された。
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【目的】　角膜上皮には皮膚と同様にタイトジャンク
ションやランゲルハンス細胞が存在する。しかし、
角膜内のランゲルハンス細胞が、どのように抗原を
認識しているかは不明である。今回、正常マウス角
膜におけるランゲルハンス細胞の細胞体の局在と樹
状突起の形態、および樹状突起とタイトジャンク
ションの関係について検討した。
【方法】　C57BL/6マウスの角膜を採取し、免疫組織
化学染色をWhole mountで行った。ランゲルハンス
細胞のマーカーには抗MHC-II抗体、タイトジャン
クションのマーカーには抗 ZO-1抗体を使用した。
観察は共焦点レーザー顕微鏡を用いて行った。30
個のランゲルハンス細胞を撮影し、細胞体の位置を
表層細胞層、翼細胞層、基底細胞層に分類し、検討
した。
【結果】　ランゲルハンス細胞の細胞体は 77%が基
底細胞層に、23%が翼細胞層に存在していたが、
表層細胞層には存在しなかった。樹状突起は表層細
胞層まで確認されたが、最表層に存在するタイト
ジャンクションまでは伸展していなかった。
【結論】　正常角膜におけるランゲルハンス細胞の細
胞体は基底細胞層に局在し、樹状突起を表層に向け
て伸展させているがタイトジャンクションにまでは
及んでいない。今後は角膜炎などのモデルを用い、
ランゲルハンス細胞の動態を詳細に検討していく予
定である。
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【目的】　プロテオグリカンの一種であるデコリン
は、TGF-β1と結合し、その活性を阻害するとされ
ている。また、TGF-βは眼内増殖性疾患に対して
抑制的に働くとことが知られている。今回我々は、
培養豚網膜色素上皮細胞を用いた実験的増殖硝子体
網膜症モデルを用い、デコリンの眼内増殖性疾患に
対する影響を検討したので報告する。
【対象と方法】　豚網膜色素上皮シート解析を用い
て、デコリンによる細胞シートの伸長を測定し、免
疫化学組織染色で上皮間葉移行（EMT）を EMTマー
カである S100A4によって確認した。また、豚コラー
ゲン 1を用いた増殖膜収縮解析で、コラーゲンゲル
の収縮率と増殖膜のアクチンストレスファイバを
ファロイジン-アクチン染色で比較検討した。
【結果】　豚網膜色素上皮シート（RPEシート）成
長分析では、デコリンによる遊走能および増殖能の
有意な抑制作用が確認された。RPEシート上の
S100A4による免疫染色では、デコリンによる明ら
かな EMTの抑制は認められなかった。しかしなが
ら、筋線維芽細胞のマーカである平滑筋アクチンの
染色は、デコリンを用いた群で明らかに抑制されて
いた。また、デコリンは増殖膜収縮解析で増殖膜の
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